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はじめに
　介詞構造「在＋場所」が主語の前に位置する文型《「在＋場所」＋主語＋述語》
には，２種類の文型（文型１と文型２）が存在することを櫨山（2009）で述べ
た⑴。本稿のテーマ「文章の展開」機能と関係するのは，《「在＋場所」＋主語
＋述語》という形態をとる文型のうちの１種類（文型２）である。したがって，
最初に，この２種類の文型の特徴の概略について説明する。そして，第１，第
２，第３，第４章において，文章の展開過程における４種類のパターン，つま
り「表題型」「文頭型」「接続型」「場面転換型」について観察と分析をおこない，
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第５章において文章展開機能をもたらす「在＋場所（Ｄ）」中のＤの意味，お
よび，Ｄの意味と４種類の型との関係について考察する。そして，おわりにで，
本稿の論点について整理する。
０．２種類の《「在＋場所」＋主語＋述語》について
　《「在＋場所」＋主語＋述語》という形態をとる文型には，２種類の文型が存
在する。２種類の文型のうち，１種類は，対比・限定機能を表す場合に使われ
る文型で，これを文型１と呼ぶ。そして，もう１種類の文型は，接続機能（文
章接続と場面照応）を表す場合に使われている文型で，これを文型２と呼ぶ。
　本稿のテーマ「文章の展開」機能と関係するのは，文型２である。文型１と
文型２では，「在＋Ｄ」の意味，主語，述語それぞれが対立している。
0. 1　文型１の特徴について
　文型１には，（Ａ）文頭の介詞構造「在＋Ｄ」が対比されて使われている場合，
（Ｂ）対比される場所が提示されておらず，対比というより場所（範囲）を制
限（限定）している場合がある。これらの場合，「在＋Ｄ」は，特定・不特定
の場所に関わらず使われ，場所を制限あるいは限定しているといえる。
　次の二つの例は，「在＋Ｄ」が対比される場所を指している（Ａ）の例である。
　次の例文（0‒1）では下線部の「在动物园里」と「在故乡非洲」が対比され
使われている。文頭の介詞構造・「在动物园里」は，特定の動物園を指してい
るのではなく，動物園一般を指しており不特定の場所を指している。一方，「在
故乡非洲」は特定の場所と理解される。
（0‒1） 　　河马不但嘴大，胃口也大。据说他的胃能容纳二百斤左右的食物。
在动物园里，因为不光喂草给它吃，也喂大麦，燕麦，小麦，胡萝卜等
精料，所以每天的食粮可以减少到六，七十斤。
　　　　　在故乡非洲，河马几乎日夜泡在河里，靠吃芦苇，水草过活。
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 （小7‒31）
　次の例文（0‒2）では，「在学校里」「在家里」「在车上」の３つの場所が対比
されている。これら三つの場所のうち，「在学校里」「在家里」は特定の場所を
指していると考えられるが，「在车上」は特定のバスではなく，不特定のバス
だと考えられるのである。
（0‒2） 　　郁小蕾可真爱劳动。在学校里，他总是带头把教室，走廊打扫得干
干净净。在家里，他常常帮妈妈洗菜，洗碗，自己用的手帕，穿的袜子，
从不要别人洗。在车上，他见到老人或抱小孩的妇女就主动让坐。
 （小8‒22）
　上の二つの例文に見られるように，対比を表す場合は，「在＋Ｄ」は特定，
不特定に関わらず使用され，「在＋Ｄ」の意味は，場所を制限するところにあ
ると考えられる。
　一方，次の二つの例文は，対比される場所が提示されておらず，対比という
より場所（範囲）を制限（限定）していると考えられる（Ｂ）の例である。
　次の例文（0‒3）には対比される場所（範囲）は存在しない。「在议论文里」
というのは不特定であり，場所（範囲）を限定している。
（0‒3） 　　在议论文里，阐明或反驳论点，往往需要举出一些事实作为依据；
有时候讲很多道理，不如举一两个事例更能说服人。因此，有的议论文
较多地根据事实进行论证。 （初中5‒88）
　次の例文（0‒4）には対比される場所（範囲）は存在しない。「在所有共产党
员的心目中」というのは，場所（範囲）を限定している。
（0‒4） 　　鲁迅先生不是中国共产党人，可是在所有共产党员的心目中，他永
远是一个能以生命相托付的，最可信任的同志。 （初中1‒53）
　（Ａ）（Ｂ）２種類の使われ方を観察したが，文型１の「在＋Ｄ」は，特定・
不特定にかかわらず使われ，その意味は，場所或いは範囲を限定しているとこ
ろにある。そして，文型１には，「在＋Ｄ」の意味的特徴以外に，「在＋Ｄ」の
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後の主述構造に特徴がある。述語には，次の２種類の特徴がある。
①　動作動詞が使われている場合は，次の例文にも見られるように，「总是」
「常常」等が使われていたり，「吃得饱饱的，喝得足足的」というように，日
常の状態や性質を説明している。（Ａ）の対比にはこのような使われ方が多
い。
（0‒1’）  在故乡非洲，河马几乎日夜泡在河里，靠吃芦苇，水草过活。
（0‒2’）  在学校里，他总是带头把教室，走廊打扫得干干净净。在家里，他
常常帮妈妈洗菜，洗碗，自己用的手帕，穿的袜子，从不要别人洗。
（0‒5）  骆驼背上有驼峰，在水草多的地方，他吃得饱饱的，喝得足足的，
一部分养料变成脂肪藏在驼峰里。等到缺乏食物的时候，它就用自己的
积蓄来维持生命。 （小8‒86）
②　動作動詞が使われていない場合は，次の例文にも見られるように，判断詞
の「是」，助動詞，可能補語などが使われている。これらの場合は，どのよ
うな状態なのか，どのような性質なのかについて説明や判断をしていると考
えられる。（Ｂ）の制限の場合に，このような使われ方が多い。
（0‒6）  可是，在那万恶的旧社会，这里却是一条臭水浜。 （小8‒101）
（0‒4’）  在议论文里，阐明或反驳论点，往往需要举出一些事实作为依据；
（0‒7）  在戈壁滩上，大伙儿忘不了那富有风趣的狩猎生活。 （小10‒52）
　そして，文型１の主語は，上で挙げた例文から観察できるように，（Ａ）（Ｂ）
いずれの場合にも状態や性質について説明や判断を述べている述語の対象だと
考えられるのである。
　文型１は，場所を対比・限定して提示し，その場所では，主語はどのような
状態・性質であるのか，説明したり判断を加えたりする場合に使われるのであ
る。
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0. 2　文型２の特徴について
　文型２は，接続機能の分析により抽出した文型である。接続機能には（Ａ）
文章接続型と（Ｂ）場面照応型の２種類がある。
　（Ａ）の文章接続型というのは，「在＋Ｄ」が前文にある場所を指しており，
前文との接続に使われる場合である⑵。
　次の作例［0‒1］では「在＋Ｄ」に指示代名詞が使われており，作例［0‒2］
では前文で使用されている場所が再度使われている。二つの例文では「在＋Ｄ」
は，共に前文で述べられている場所を指している。
［0‒1］  他进去了一家书店。在那里，他买了一本杂志。
［0‒2］  他进去了一家书店。在书店里，他买了一本杂志。
上の二つの作例では，前の文章との接続が強められており，このような場合を
文章接続型と呼ぶ。そして，文章接続型の場合，「在＋Ｄ」は前文に存在する
特定の場所を指しているのである。二つの作例ともに，主語は主体者であり，
述語は一回限りの動作である。
　（Ｂ）の場面照応型というのは，次の作例［0‒3］のように「在＋Ｄ」のＤに
前文で使われている言葉は全くない。前文である場面が設定されていて，「在
＋Ｄ」はその場面の一部を指しているような場合である⑶。
［0‒3］  他进去了一家书店。在一个柜台的前面，他碰见了一个老朋友。
また，次の作例［0‒4］のように，絵あるいは写真があれば，その絵（写真）
を見ながら，絵の中の一部を「在＋Ｄ」により指し示すことが可能である。
［0‒4］  【本屋内部の絵（写真）】　在一个柜台的前面，他碰见了一个老朋
友。
このように，文型１の「在＋Ｄ」には，眼前の場所を提示する機能があると考
えられる。このような場合を場面照応型と呼ぶことにした。
　（Ｂ）の場面照応型には，（Ｂ１）（Ｂ２）の２種類の状況がある。（Ｂ１）は，
主語が主体者で，述語は一回限りの動作を示している場合である。
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　次の例文（0‒8）は，挿絵のある子供向けの練習帳である。絵にある場所を
指して「在＋Ｄ」が使われており，絵にある特定の場所を指している。主語は
動作の主体者であり，述語は一回限りの動作である。
（0‒8）  在教室里，一位叔叔踩在梯子上，仰着头，正在给我们按日光灯。
这样我们的教室光线就更好了。 （看图作文‒4）
　次の例文（0‒9）は，映画の脚本の一部で，映画の連続するいくつかの場面
を「在＋Ｄ」によって連続して指し示している。「在＋Ｄ」は，映画の場面に
ある特定の場所を指している。主語は，すべて主体者であり，述語はすべて一
回限りの動作である。
（0‒9）  在课堂上，董存瑞，郅振标正在听指导员讲政治课，他们时而记着
笔记。
  在操场上，他二人和全连一齐在练习瞄准，赵连长纠正着动作。
  在操场上，他二人和全连一起在学习劈刺。
  在野外，他二人投出了手榴弹。
  在野外，赵连长令旗一扬，他二人象猛虎一样挟着炸药包冲了上去。
 （『董存瑞』电2‒384）
　場面照応型のもう一つの状況（Ｂ２）というのは，述語には，変化を示す一
回限り動詞が使われており，主語が変化の主体の場合である。次の二つの例文
（0‒10））（0‒11）は，話し手の眼前の場面を指しており，話し手にとっては，
特定の場所（場面）といえる。述語には変化を表す動詞が使われており，主語
は，変化を表す動詞の主体である。
（0‒10）  这以后的路，卢进勇走得特别快。天黑的时候，他追上了后卫部队。
在无边的暗夜里，一簇簇的篝火烧起来了。 （初中3‒9）
（0‒11）  当我以二十比十九领先一个球的时候，姐姐大概是急着追成二十
平，猛然抽了一板。我正担心对付不了，球却弹着网子，出界了。在一
阵热烈的掌声中，我们的决赛结束了。 （小7‒99）
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　接続機能から抽出した文型２は，前文で提示された既出の場所や眼前の場所
を指し示し，その場所において主体者が何をしたのか（何をしているのか），
あるいは主体がどのように変化したのかなどその動作・変化について述べる場
合に使われるのである。
　以上述べてきたように，文型（1）と文型（2）は，「在＋Ｄ」の意味，主語，
述語が対立しており，全く異なる文なのである。櫨山（2009）における文型２
の分析対象は，接続機能に限定されていた。文型２の用法は，接続機能に止ま
らない。本稿では，文型２は，どのような場合に使われているのか，まず，語
用論の観点から実例について分析をおこない，４種類の型（表題型，文頭型，
接続型，場面転換型）に分類した。上で述べた接続機能は，これら４種類の型
の中の接続型に相当する。
１．「表題型（文章の表題）」について
　表題型というのは，「在＋Ｄ」がその後の文章から独立し，文章の表題とし
て使われる場合を指す。表題として使われる「在＋Ｄ」は，その文章内容全体
に関連する場所を提示している。「在＋Ｄ」のＤには，特定の場所を指す言葉
が使われている場合と使われていない場合があるが，いずれも特定の場所を指
す。
　次の例文（1‒1）では，表題に「在延安中央医院」が使われている。「在延安
中央医院」は，この文章全体の内容が延安中央医院でおこっていることを示し
ており，文章全体の場所を設定している。「在＋Ｄ」中に「延安」という固有
名詞が使われており，特定の場所を指している。
（1‒1）         在延安中央医院
  毛主席在延安的时候，有一天，到中央医院去看望关向同志。
关向同志在病床上躺着，身上盖一条毯子。毛主席跟他亲切地握过手，
就坐在病床边，两个人轻轻地谈起话来。
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  忽然帘掀起来，进来一个年轻的护士。----- （小6‒6）
　次の例文（1‒2）には，「在＋Ｄ」に特定の場所を指す言葉は使われていない。
しかし，この表題の「在医院里」は，その後の物語が展開される特定の病院を
指しているのである。
（1‒2）           在医院里
  病房的门响了几下，声音很小。过了一会儿，门开了，从门缝里挤
进来一个八九岁的男孩。他捧着一束鲜花，有点怕羞地站在门口。
  “纪涛！”病床上有人一边叫，一边坐了起来。男孩认出了叫他的
正是自己的老师，一下子扑过去。徐老师紧紧搂住了他。 （小4‒165）
　次の例文（1‒3）では，表題の「在＋Ｄ」に特定の場所を指す言葉はないが，
表題に使われている「在炮兵阵地上」は，文章が展開される特定の場所を指し
ている。
（1‒3）           在炮兵阵地上
  彭总担任国防部长的时候，我经常跟他到海防前线，边防前线，检
查战备情况。
  有一次，我跟彭总来到东海前哨的一个炮兵阵地上。负责指挥这个
阵地的是一位团长。彭总向他提出了不少问题，开始他还能对答如流，
后来问到国外最新的常规火炮的性能怎样，海面前方有哪些国家的定期
航线，他就回答不出来了。 （小9‒82）
　次の例文（1‒4）は，映画の脚本で使われている例である。映画の場面を指
して「在政委室里」「在十三号舱间里」と２カ所で使われている。それぞれが
映画の場面を設定しており，この使い方も表題型と同じだと言えよう。特定の
場所を指す言葉は無いが，これらはいずれも特定の場所を指している。
（1‒4）  在政委室里。
  老王手持公函：“我姓王，叫我老王好了。”
  刘文英：“我叫刘文英。”
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  老王：“啊！谈谈情况吧！坐。”
  两人坐到沙发上。
  刘文英认真地说：“秋石是中央首长点名的要犯 -----”
  老王：“也就是重要罪犯。”
  刘文英：“对了。上面命令，把他 -----”
  在十三号舱间里。
  秋石抬起头来。
  从舱门走进来那位提一篮红枣的大娘，她身后跟着进来一位知识分
子模样的中年妇女。
  大娘和善地打招呼：“先来了！” （『巴山夜雨』电12‒73）
２．「文頭型（文章の開始）」について
　文頭型というのは，文章の始まりの部分で使われ，「在＋Ｄ」は，その後の
文章の内容が展開される場所を提示する。
　次の例文（2‒1）は，映画の脚本の一場面である。
（2‒1）            七
  在一个生产队的食堂里。
一个炊事员从售菜口伸出头来，指点着报纸问李云飞∶“这是今天读报
的重点，这也是，对吧？”
  “对，可一定得读阿！”李云飞正为一位老大娘写信，回过头来说。
 （『鸿雁』电7‒18）
上の例文で，文頭に位置する下線部「在一个生产队的食堂里」は映画の場面に
現れている食堂を指している。「在＋Ｄ」は文章の表題としての位置には置か
れずに，文章の最初の部分に位置している。文頭型とも言えるし表題型ともい
える例である。下線部「在一个生产队的食堂里」には，一般的には不特定と考
えられる「一个」が使われているが，不特定の「食堂」ではなく，場面上の特
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定の「食堂」を指している。
　次の例文（2‒2）は，子供向けの物語である。
（2‒2）          母牛和她的犊儿　　　　　　　冯雪峰
  春天，在那可爱的田亩上，一个农人带了一头母牛耕作。这母牛还
有一头亲生的牛犊，也跳跳跃跃地跟着去。当母牛正要拖着犁儿开始工
作的时候，她对牛犊说 :“我的宝贝儿，你就到附近的草地上自己玩儿
去罢。” （寓言‒19）
この例文では，文章の最初の部分で下線部の「在那可爱的田亩上」が場所とし
て提示されているが，この場所は，その後の文章が展開される場所である。
　次の例文（2‒3）は，いつ，どこで，誰が，何をしたという報道文でよく見
られる文章である。報道文では，一般的に時間と場所がその文章全体の主題と
して提示される場合が多い。
（2‒3）          33 为人民歌唱
  一九四一年夏天，一个闷热的夜晚，在重庆一个礼堂里，青年学生
组成的合唱团，公开演出冼星海创作的《黄河大合唱》。我担任独唱。
礼堂里挤满了人，等着观看这次演出。我担任独唱。
  礼堂里挤满了人，等着观看这次演出。 （小6‒153）
この例文では，時間が「一九四一年夏天，一个闷热的夜晚」と提示され，場所
が下線部の「在重庆一个礼堂里」として提示されている。そして，この「在重
庆一个礼堂里」というのも，不特定の「礼堂」ではなく，或る特定の「礼堂」
を指している。
　次の例文では，最初の一文でいつ，誰が，どこで，何をしたかが述べられて
いる。そして，二番目の文から具体的な内容の叙述が開始されている。
（2‒4）           ６ 种蓖麻
  四月一日那天，我们在学校里做了一件有趣的事∶种蓖麻。
在教室南边的空地上，我们先整理好一小块地，把蓖麻的种子埋进挖好
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的小坑里，再盖上一层细土。
  第二天，我们一进学校，就跑去看蓖麻长出来了没有。可是跟昨天
一样，地面上只有土没有别的。一连几天，我们都去看，还是只看见土。
 （小4‒25）
上の例文では，具体的な内容の叙述の始まりの部分で「在教室南边的空地上」
と場所が提示され，その後述べる文章全体の場所を提示している。
　次の例文（2‒5）でも，具体的な物語の叙述の始まりの部分で，場面（空間）
が提示されている。
（2‒5）             黄继光
  一九五二年十月，朝鲜战场上最激烈的上甘岭战役打响了。黄继光
所在的营已经持续战斗了四天四夜。第五个夜晚，上级下达命令，要在
天明之前夺下敌人占领的五九七 .九高地。
  进攻开始了。在大炮的轰鸣中，战士们象猛虎一样朝敌人的阵地扑
去，占领了一个又一个山头，就要到达五九七・九高地的主峰了。突然，
敌人一个火力点凶猛地射击起来。几十挺机枪喷射出无数火舌，交织成
严密的火网，阻挡着战士们屡次突击，都被压了回来。负伤的同志越来
越多了。 （小8‒11）
　次の例文（2‒6）では，文章の始まりの部分で，過去を回想した当時の場面
が提示されている。
（2‒6）            珍贵的教科书
  一九四七年春天，我们延安小学转移到一个山村里。在那炮火连天
的战争环境中，我们仍然顽强地坚持学习。
  当时，我们的学习条件非常艰苦。没有桌椅，就坐在地上，把小板
凳当桌子；没有黑板，就用锅烟灰在墙上刷一块；没有粉笔，就用黄土
块代替。最困难的是一直没有书，抄一课学一课。我们多么渴望有一本
印好的教科书啊！ （小8‒1）
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３．「接続型（文章の接続）」
　前章で述べた文頭型というのは，文章の始まりの部分で使われ，「在＋Ｄ」
は，その後の文章の内容が展開される場所を設定している。接続型というのは，
前の文との接続に使われている場合を指す。接続型には（Ａ）文章接続型と
（Ｂ）場面照応型の２種類のタイプがある。
3. 1　文章接続型
　文章接続型というのは，「在＋Ｄ」のＤに，指示代名詞や前文で使われてい
る言葉がそのまま使われているのが大きな特徴である。そのため，前文にある
場所が強調され，前文との接続性が強まる。
　次の例文（3‒1）では，前文で提示された場所「姥姥家」を，場所を示す指
示代名詞を使い「在这里」と再提示している。この例文では，「在这里」により，
場所が強調されると同時に前文との結びつきが強まっている。
（3‒1）  放暑假了，妈妈带我来到姥姥家。在这里，我第一次看到了欢蹦乱
跳的小青蛙。心里不由得暗想∶要是能捉到一只玩玩，那该多意思阿！
  第二天，我在田沟里发现了一只青蛙，就悄悄蹲下身子，蹑手蹑脚
地挪动脚步，猛地朝前一扑，伸手一捉，就抓住了小青蛙的后腿。我心
里就别提有多高兴了。 （小10-73）
　次の例文（3‒2）では，前文で示されている場所「卢沟桥」を，場所示す指
示代名詞を使い「在那里」と再提示している。「在那里」により場所が強調さ
れると同時に，前文との接続性が強まっている。
（3‒2）  卢沟桥在我国人民反抗帝国主义侵略战争的历史上，也是值得纪念
的。在那里，一九三七年日本帝国主义发动了对我国的侵略战争。全国
人民在中国共产党领导下英勇抗战，终于彻底打败了日本帝国主义。
  为什么我国的石拱桥会有这样光辉的成就呢？首先，在于我国劳动
37主語の前に位置する介詞構造「在＋場所」の持つ一機能
37
人民的勤劳和智慧。他们制作石料的工艺及其精巧，能把石料切成整块
大石碑，又能把石块雕刻成各种形象。 （初中3‒87）
　次の例文（3‒3）では，「在这幅浮雕上」は，前文中の「东面的第二幅浮雕」
を指し示しており，「在这幅浮雕上」により場所が強調されると同時に，前文
との接続性が強められている。
（3‒3）  东面的第二幅浮雕，描写一八五一年太平天国的“金田起义”。太
平天国是中国民主主义革命的序幕，它提出政治，经济，民族，男女四
大平等的口号，严重地动摇了清朝封建统治的基础。在这幅浮雕上，一
群拿着大刀，梭镖，锄头，扛着土炮起义的汉族壮族人民的儿女，正从
山坡冲下来，革命的旌旗在迎风飘扬。
  往南转到碑身的后面，看到的是一九一一年辛亥革命“武昌起义”
的庄严画面。 （初中1‒87）
　次の例文（3‒4）において，「在议论中」は前文にある「关于花生好处的一番
议论」を指し示しており，「在议论中」により前文で述べられている場所が強
調され，前文との接続性を強めている。
（3‒4）  主要内容抓住了，就要进一步仔细看看，关于花生好处的一番议论
是怎样引起的；在议论中大家都讲了花生的好处，其中谁的话是主要的。
从课文内容分析，父亲的话是主要的， （小学11‒7）
3. 2　場面照応型
　場面照応型というのは，前文で場所や場面が描写されており，その場面と関
連する一部の場所が提示される場合を指す。前文で提示されている場所と関連
しているため文章の内容が継続しているおり，前文と関連する新たな場所が提
示されるため文章内容にも新たな展開が生まれる。場面照応型は，情景描写能
力にすぐれ，視点と同じ機能を発揮する場合がある。
　次の例文（3‒5）では，前文で太行山脈の遊撃戦の場面が描写されている。
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そして，その場面の一部の場所を強調し，「在一座雄伟峻峭的半山腰里」と新
たな場所を提示している。
（3‒5）  紧接着的一幅是“抗日敌后游击战”，浮雕上显现出抗日战争时期
太行山区敌后游击战的场面。远远望去，在一座雄伟峻峭的半山腰里，
游击队员们正穿过高大的树林和茂密的青纱帐，去和敌人斗争。画面上，
青年男女农民拿着铁铲，背着土制地雷；白发的母亲送枪给儿子，去打
击日本侵略者；年轻小伙子站在指挥员身旁，等候命令，准备随时投入
消灭敌人的战斗。 （初中1‒89）
また，上の例文では，読み手にとって「在一座雄伟峻峭的半山腰里」に視点を
絞るような強さが感じられる。場面照応型は，文章接続型のような単純な接続
と異なり，前文の描写と関連する新たな場所が「在＋Ｄ」により提示されてい
る。そのため，前文と継続しつつ，新たな内容が展開されている。
　次の例文（3‒6）では，前文で十数匹のライオンが集まっている場面が描写
されている。そして，その中の一部を指して「在一只鬃毛长得最漂亮的雄狮旁」
と新たな場所を提示している。
（3‒6）  原来是几位热心的荷兰游客邀我们共享好运──他们在这里发现了
狮群。只见不远处一棵大树下聚集着十几只狮子，一只母狮在打哈欠伸
濑腰，它满不在乎地瞥了我们几眼，便合上眼皮躺下了。在一只鬃毛长
得最漂亮的雄狮旁，好几只幼狮高采烈地打滚，玩闹着。人们把狮子称
为“百兽之王”，要一下子看到这么多狮子，机会是颇不易得的。
 （小11‒25）
この例文においても，読み手にとって「在一只鬃毛长得最漂亮的雄狮旁」に焦
点を絞るような強さが感じられる。この例文も，単なる接続ではなく，前文の
内容と継続しつつ新たな内容が展開されていると感じられる。
　次の例文（3‒7）は，前文で「它看见大一些的飞虫落在墙上」というように
ある場面を描写し，それと関連する一部の場所を指して「在距离尺把远的地方」
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と新たな場所を指し示している。
（3‒7）  有时候壁虎的头灵活地转动着，朝四处看。它看见大一些的飞虫落
在墙上，就用最快的速度爬过去。在距离尺把远的地方，壁虎忽然停下
来，然后极慢极慢地向前爬，不仔细看，根本看不出它在移动。过了好
久，壁虎才爬到飞虫跟前，猛地一蹿，把飞虫吞吃掉，接着又朝另一个
飞虫爬去。 （小7‒28）
この例文においても，「在距离尺把远的地方」に焦点を絞るような強さが感じ
られる。この例文でも，前文と関係する新たな場所を提示することにより，文
章が継続しつつ新たな展開を見せている。
　次の例文（3‒8）では，「茅屋里点着一只蜡烛」という場面が描写されており，
その中の一部の場所を指し，「在微弱的灯光下」と使っている。文章は前文に
継続しつつ新たな展開を見せている。
（3‒8）  贝多芬听到这里，就推开门，轻轻地走了进去，茅屋里点着一只蜡
烛。在微弱的灯光下，男的正在做皮鞋。窗前有架旧钢琴，前面坐着个
十六七岁的姑娘，脸很清秀，可是眼睛瞎了。
  皮鞋匠看见进来个陌生人，站起来问 :“先生，您找谁？走错门了
吧？”贝多芬说 :“不，我是来弹一首曲给这位姑娘听的。” （小10‒9）
この例文でも，「在微弱的灯光下」に焦点を絞るような強さが感じられる。ま
た，話し手は，ベートーベンの視点に立ち，情景を描写しているため，聞き手
もベートーベンの視点で情景を見ることになる。
　以上，接続型について観察してきたが，（Ａ）の文章接続型においては前文
との接続性が強められていたのに対して，（Ｂ）の場面照応型では，「在＋Ｄ」
で提示された新たな場所が強調されること，そして，新たな場所が強調される
ため，新たな内容が展開されるのが特徴である。この違いは，「在＋Ｄ」中の
Ｄの語構成により，生じるのだと考えられる。この問題については，第５章に
おいて考察を試みる。
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４．「場面転換型（文章の転換）」について
　場面転換型というのは，文章の途中で新しい場所（場面）を「在＋Ｄ」とい
う形で提示し，それにより場面が転換され，新たな内容が展開される場合を指
す。文章の途中で新たな場所を提示し，新たな場所が提示されることにより，
同時に話題が切り替わる。
　次の例文（4‒1）では，新たな場所「在特务的办公室里」を提示することに
より場面が切り替えられている。
（4‒1）  一个名叫宣灏的难友，已经被捕多年，眼睛高度近视，身体很坏，
生了病。同志们把一张报塞在他手里。他躲在墙角聚精会神地看，兴奋
得连放风也忘了，被看守长发现了，他想把这张报塞到口里，已经来不
及，连人带报被抓住了。
  在特务的办公室里，看守长拿着鞭子逼问宣灏 :“这张传单是谁写
的？”宣灏想到自己的过失，为了不牵连别人，承认是自己写的。
  特务知道宣灏不是共产党员，写不出共产党的传单，就用皮鞭狠狠
地打他。宣灏倔强地挺立着，一口咬定是自己写的。 （初中1‒113）
　次の例文（4‒2）では，新たな場所（場面）「在一次少先队的小队会议上」が
提示され，場面が変わると同時に話題が切り替えられている。そして，この「在
一次少先队的小队会议上」も不特定の「小队会议」を指しているのではなく，
特定の「小队会议」を指している。
（4‒2）  我每次走过学校旁边的那条胡同，就有一种不愉快的感觉。本来很
干净的墙壁不知道是谁乱画了一些粉笔画，写了些不象样的的粉笔字。
最使人生气的是一条弯弯曲曲的粉笔道。有好几丈长。大概是一边走一
边画，一直把手里的粉笔画完了才停止的。我常常想，怎样才能使墙壁
变干净呢？
  在一次少先队的小队会议上，我提出了这个问题。大家经过讨论，
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决定在星期日下午，全小队一齐动手，把这条胡同的墙壁洗刷干净。会
上还讨论了怎样才能洗刷和怎样分工。 （小9‒45）
　次の例文（4‒3）では，新しい場所「在伯父家里」が提示されることにより，
話題が切りかえられている。
（4‒3）  那天临走的时候，伯父送我两本书一本是《表》，一本是《小约翰》。
伯父已经去世多年了，这两本书我还保存着。
  有一次，在伯父家里，大伙儿围着一张桌子吃晚饭。我望望爸爸的
鼻子，又望望伯父的鼻子，对他说∶“大伯，您跟爸爸哪儿都象，就是
有一点儿不象。”
  “哪一点不象呢？”伯父转过头来，微笑着问我。他嘴里嚼着，嘴
唇上的胡子跟着一动一动的。
  “爸爸的鼻子又高又直，您的呢，又扁又平。”
        ------省略（筆者）------
  “哦！”我恍然大悟，“墙壁当然比鼻子赢得多了，怪不得您把鼻子
碰扁了”
  在座的人都哈哈大笑起来了。 （小10‒137）
　次の例文（5‒4）は，映画のシナリオの一部分であるが，５カ所で「在＋Ｄ」
が使われている。映画の場面の転換に従い，「在＋Ｄ」を提示し，映画の場面
に従い話題を転換している。そしてこれらの「在＋Ｄ」はすべて映画の場面に
ある特定の場所を指している。
（4‒4）  在课堂上，董存瑞，郅振标，正在听指导员讲政治课，他们时而记
着笔记。
  在操场上，他二人和全连一齐在练习瞄准，赵连长纠正着动作。
  在操场上，他二人和全连一起在学习劈刺。
  在野外，他二人投出了手榴弹。
  在野外，赵连长令旗一扬，他二人象猛虎一样挟着炸药包冲了上去。
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 （『董存瑞』电2‒384）
５．「在＋場所（Ｄ）」におけるＤの意味について
5. 1　「新たな場所」と「既出の場所」
　以上，文章の展開機能の４つのタイプ（表題型，文頭型，接続型，場面転換
型）について，例文の観察と分析をおこなってきたが，これら４種類のタイプ
において，「在＋Ｄ」の共通点として特定の場所を指していることはこれまで
に述べてきた。「在＋Ｄ」が特定の場所を指していることは共通点であるが，
「在＋Ｄ」の中のＤ（場所）の意味には，違いが存在するのである。Ｄが「新
たな場所」（新情報）を提示するのか，「既出の場所」（旧情報）を提示するの
かによって文章の展開機能における役割が異なっているのである。
　表題型は，新たな場面を設定し，これから述べる物語の中心となる場所を提
示している。文頭型は，文頭で新たな場面を設定し，その場所における内容を
展開しているである。そして，場面転換型は，それまでに無い新たな場面を設
定することによって場面（話題）を切り替え，新たな場所における新しい内容
を展開しているのである。表題型・文頭型・場面転換型は，Ｄが「新たな場所」
（新情報）を提示しているのである。
　一方，接続型のうちの文章接続型は，前文にある既出の場所が示されるだけ
で新たな場所が提示されていない。接続性が強まるが，しかし，新たな場所が
提示されていないので新たな文章の展開は生まれないのである。そして，接続
型のうち場面照応型は，前文の場面と関係する新たな場所を提示することによ
り，前の場面と継続しつつ新たな場所における新たな内容が展開されているの
である。文章接続型は「既出の場所」（旧情報）を提示しており，文脈照応型は，
「既出の場所と関連する新たな場所」を提示しているのである。
　文章接続型と場面転換型を実例で比較してみよう。文章接続型（既出の場所）
と場面転換型（新たな場所）の違いが明瞭になるであろう。
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　次の例文（5‒1）は文章接続型の例である。この例文では，前文で提示され
た場所「姥姥家」を指示代名詞により「在这里」と再提示している。前文との
結びつきが強まるが，新たな場所の提示がないため，「在＋Ｄ」により文章が
新たな展開をしているとは感じられないのである。
（5‒1）  放暑假了，妈妈带我来到姥姥家。在这里，我第一次看到了欢蹦乱
跳的小青蛙。心里不由得暗想∶要是能捉到一只玩玩，那该多意思阿！
  第二天，我在田沟里发现了一只青蛙，就悄悄蹲下身子，蹑手蹑脚
地挪动脚步，猛地朝前一扑，伸手一捉，就抓住了小青蛙的后腿。我心
里就别提有多高兴了。 （小10‒73）
　一方，次の例文（5‒2）は，場面転換型の例である。この例文では，「在特务
的办公室里」と使われているが，前文で描写されている場所とは全く関係のな
い場所が使われており，場面の転換がはっきりとしているのである。
（5‒2）  一个名叫宣灏的难友，已经被捕多年，眼睛高度近视，身体很坏，
生了病。同志们把一张报塞在他手里。他躲在墙角聚精会神地看，兴奋
得连放风也忘了，被看守长发现了，他想把这张报塞到口里，已经来不
及，连人带报被抓住了。
  在特务的办公室里，看守长拿着鞭子逼问宣灏 :“这张传单是谁写
的？”宣灏想到自己的过失，为了不牵连别人，承认是自己写的。
  特务知道宣灏不是共产党员，写不出共产党的传单，就用皮鞭狠狠
地打他。宣灏倔强地挺立着，一口咬定是自己写的。 （初中1‒113）
5. 2　接続型と場面転換型の微妙な関係について
　接続型と場面転換型の間には微妙な関係が存在する。「既出の場所」と「新
出の場所」と「修飾語」の微妙な関係により，接続面が強いのか，場面転換面
が強いのかという違いが生じる。
　次の例文は，表題型で取り上げた例であるが，表題以外に，文章の途中で，
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新たな場所「在隔壁的护士办公室里」が提示され，場面転換型が使われている。
（5‒3）            在延安中央医院
  毛主席在延安的时候，有一天，到中央医院去看望关向同志。
关向同志在病床上躺着，身上盖一条毯子。毛主席跟他亲切地握过手，
就坐在病床旁边，两个人轻轻地谈起话来。
  忽然帘掀起来，进来一个年轻的护士。她一看床边有人，就说:“同
志，请原谅。医生吩咐过，关政委需要静养，不宜多说话。”
  毛主席转过身，笑了笑说 :“啊，对不起，我不知道医生有这个吩
咐。”说着，连忙站起来，安慰了关向应同志几句，就走出去了。
  在隔壁的护士办公室里，毛主席又碰到了刚才那个护士。
  “小同志，你叫什么名字？多大啦？”
  “人家都叫我小刘，十六啦。请坐吧，同志！
  毛主席仔细地问了关向应同志的病情，又亲切地对小刘说 :“小同
志，你要好好照顾关政委。”
  毛主席走了，小刘又到关向应同志的病房。她一进去，关向应同志
就笑了，说 :“小刘，你知道刚才来的是谁？” （小6‒6）
上の例文では，「在隔壁的护士办公室里」の提示により場面が転換されている。
しかし，前の文脈と全く関係がないとは言えない。これまでの場面との継続性
が感じられるのである。継続しながら場面転換が図られているのであるが，語
構成は「在＋隔壁的（修飾語）＋护士办公室里（新出）」となっており，継続
面は修飾語「隔壁的」が果たしており，新出の場所「护士办公室里」が場面転
換の役割を担っているのである。
　次の例文（5‒4）は場面照応型の例である。下線部の「在河边大树下」と「在
一个地方」の２箇所において「在＋Ｄ」が使われている。そして，この２箇所
の「在＋Ｄ」には，微妙な違いが存在しているのである。「在河边大树下」の
ほうが，接続性が強いのに対して，「在一个地方」のほうは，文脈上の接続が
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弱く，新たな内容の展開性が強く場面転換型に近いのである。
（5‒4）            鸟的天堂
  我们吃过了晚饭，热气已经退了。太阳落下了山坡，只留下了一段
灿烂的红霞在天边。
  我们走过一条石子路，很块就到了河边。在河边大树下，我们发现
了几只小船。
  我们陆续跳上了一只船。一个朋友解开了绳，拿起竹竿一拔，船缓
缓地动了，向着河中心移去。
  河面很宽，白茫茫的水上没有一点波浪。船平静地在水面移动。三
支桨有规律地在水里划，那声音就象一曲音乐。
  在一个地方，河面变窄了。一簇簇树叶伸到水面上来。树叶真绿得
可爱。那是许多株茂盛的榕树，我看不出主干都在什么地方。
  当我说许多株榕树的时候我的错误马上被朋友们纠正了。一个朋友
说那里只有一株榕树，另一个朋友说那里的榕树是两株。我见过不少的
大榕树，象这样大的榕树还是第一次看见。
  我们的船渐渐逼近榕树了。我有机会看清它的真面目，真是一株大
树，枝干的树木不可计数。 （小10‒14）
「在河边大树下」の語構成を観察してみると，「在＋河边（既出）＋大树（新出）
下」という語構成をとっている。「在＋Ｄ」中の既出の場所，つまり「河边」
が接続機能を担っているため，接続関係が強くなるのだと考えられる。一方，
「在一个地方」は，「在＋一个地方（新出）」という語構成をとっており，「在＋
Ｄ」の内部には既出の場所を指す言葉が含まれていないのである。「在一个地
方」は前文の描写内容と意味的には関係があるものの，既出の場所を指す言葉
がないため，前文との接続性が弱く感じられるのである。そして，新たな場所
が相対的に強調され，場面転換型に近く感じられるのだと考えられる。前者は
文章接続に重点があり，後者は，場面の転換に重点があるといえる。
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5. 3　場面設定機能と接続機能について
　文章の展開機能として，「表題型」「文頭型」「接続型」「場面転換型」の４種
類を挙げたが，文型２の「在＋Ｄ」の主たる機能は，Ｄの意味によって，場面
設定機能と接続機能（文脈接続と場面照応）との二つに集約できる。場面設定
機能というのは，「新たな場所（場面・空間）」の設定である。接続機能という
のは，「既出の場所（文脈にある場所又は眼前の場所）」を指し示すことによっ
て生まれる機能である。
　文頭型と場面転換型は，実は全く性質の同じものであり，この２種類は共に
場面設定機能によるものである。そして，表題型の持つ役割も，場面設定機能
に他ならないのである。
　表題型も，次の例文（5‒5）に見られるように場面転換型の役割を果たすこ
とが可能である。次の例文では，下線部２カ所に表題型「在政委室里」「在十
三号舱间里」が使用されているが，２番目の「在十三号舱间里」は，表題であ
ると同時に，場面転換の役割も果たしている。
（5‒5）  在政委室里。
  老王手持公函：“我姓王，叫我老王好了。”
  刘文英：“我叫刘文英。
  老王：“啊！谈谈情况吧！坐。”
  两人坐到沙发上。
  刘文英认真地说：“秋石是中央首长点名的要犯 -----”
  老王：“也就是重要罪犯。”
  刘文英：“对了。上面命令，把他 -----”
  在十三号舱间里。
  秋石抬起头来。
  从舱门走进来那位提一篮红枣的大娘，她身后跟着进来一位知识分
子模样的中年妇女。
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大娘和善地打招呼：“先来了！” （『巴山夜雨』电12‒73）
　表題型が文章と切り離され「在＋Ｄ」という形態で独立して存在しうるのは，
「在＋Ｄ」とその後ろの「主語＋述語」との修飾関係に理由があると考えられ
る。
　下の例文（5‒6）は，文頭型の例で，（5‒7）は転換型の例である。この二つ
の例文において，「在＋Ｄ」は後ろの【　】内全体の事態が発生している場所
を示している。
（5‒6）            黄继光
  一九五二年十月，朝鲜战场上最激烈的上甘岭战役打响了。黄继光
所在的营已经持续战斗了四天四夜。第五个夜晚，上级下达命令，要在
天明之前夺下敌人占领的五九七 .九高地。
  进攻开始了。在大炮的轰鸣中，【战士们象猛虎一样朝敌人的阵地
扑去，占领了一个又一个山头，就要到达五九七・九高地的主峰了。突
然，敌人一个火力点凶猛地射击起来。几十挺机枪喷射出无数火舌，交
织成严密的火网，阻挡着战士们屡次突击，都被压了回来。负伤的同志
越来越多了。】 （小8‒11）
（5‒7）            在延安中央医院
  毛主席在延安的时候，有一天，到中央医院去看望关向同志。
关向同志在病床上躺着，身上盖一条毯子。毛主席跟他亲切地握过手。
就坐在病床旁边，两个人轻轻地谈起话来。
  忽然帘掀起来，进来一个年轻的护士。她一看床边有人，就说:“同
志，请原谅。医生吩咐过，关政委需要静养，不宜多说话。”
  毛主席转过身，笑了笑说 :“啊，对不起，我不知道医生有这个吩
咐。”说着，连忙站起来，安慰了关向应同志几句，就走出去了。
  在隔壁的护士办公室里，【毛主席又碰到了刚才那个护士。
  “小同志，你叫什么名字？多大啦？”
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  “人家都叫我小刘，十六啦。请坐吧，同志！
  毛主席仔细地问了关向应同志的病情，又亲切地对小刘说 :“小同
志，你要好好照顾关政委。”】
  毛主席走了，小刘又到关向应同志的病房。她一进去，关向应同志
就笑了，说 :“小刘，你知道刚才来的是谁？” （小6‒6）
　上の二つの例文に見られるように，文型２の「在＋Ｄ」は，後ろの一つの主
述構造文に止まらず，【　】内全体の場所を設定しているのである。【　】内に
は，様々な主述構造文が存在し，様々な事態が述べられている。これは，文型
２の「在＋Ｄ」は，後ろの主述構造文一つ一つとの拘束関係が希薄であること
を意味している。これは言い換えると，後ろの主述構造文とは，自由な関係に
あるといえよう。表題型が後ろの主述構造文と分離され独立して使われる理由
がここに存在するのだと考える。
おわりに
　本稿の内容を整理しておく。
１　文型２の「文章の展開」機能は，「表題型」「文頭型」「接続型」「場面転換
型」の４種類に分類ができる。
２　文型２の「在＋Ｄ」のＤは，「新たな場所」「既出の場所」および「両者の
混合」を指す場合がある。
３　「新たな場所」を指す場合に場面設定機能が働き，その文章中の位置よっ
て「表題型」「文頭型」「場面転換型」に分かれる。
４　「既出の場所」を指す場合に，接続機能が働き，「接続型」になる。
５　「両者の混合」というのは微妙で，Ｄの語構成により「接続型」に近いも
のと「場面転換型」に近いものがある。
６　表題型が文章から独立して表題として使われるのは，文型２の「在＋Ｄ」
は，その後の一つ一つの主述構造文との修飾関係が比較的自由であることに
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よる。
　文型２については，研究が十分だとは言えない。第３章２節の場面照応型に
おいて，視点ということについて触れたが，この問題については，別稿に譲り
たい。
注⑴　櫨山健介（2009）を参照。
⑵　接続機能のうち，文章接続型というのは，文型２に特有の用法ではない。文型１にもこの用法
が存在する。櫨山健介（2009）　310-313ページを参照。
⑶　接続機能のうち，場面照応型というのは文型２に特有の用法である。櫨山健介（2009）　
313-317ページを参照。
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